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要
旨

【
病
院
の
医
材
の
在
庫
削
減
と
未
欠
品
を
実

現
す
る
た
め
に
は
、
合
理
的
な
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス

が
必
要
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
病
院
の
ロ
ジ
ス

テ
ィ
ク
ス
を
概
観
し
、
医
材
の
調
達

。
配
送
と
Ｓ

Ｐ
Ｄ
に
よ
る
物
品
管
理
の
あ
り
方
を
述
べ
、
将
来

の
課
題
を
述
べ
て
い
る
。

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
病
院
に
必
要
不
可
欠

病
院

へ
は
、
医
薬
品
や
医
療
材
料
な
ど
が
毎
日
運

び
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
院
内
薬
局
や
医
療

材
料
の
倉
庫
か
ら
病
棟
や
手
術
室
に
運
ば
れ
て
、
治

療
や
手
術
に
用
い
ら
れ
る
。
も
し
も
医
薬
品
や
医
療

材
料
に
欠
品
な
ど
が
生
じ
れ
ば
医
療
行
為
を
阻
害

し
、
患
者
の
生
命
を
危
険
に
さ
ら
し
、
病
院
の
存
在

意
義
に
も
関
わ
る
。

こ
の
た
め
、
適
切
か
つ
安
全
な
在
庫
量
の
確
保
や

配
送
シ
ス
テ
ム
の
開
発
は
、
病
院
に
と

つ
て
必
要
不

可
欠
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
科
学
的
な
物
品
管
理
方

法
を
導
入
し
、
合
理
的
な
ロ
ジ
ス
テ
イ
ク
ス
を
実
現

す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
ロ
ジ
ス
テ
イ
ク
ス
の
視
点
か

ら
医
療
材
料

（以
下
、
医
材
と
す
る
）
の
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
考
え
て
み
た
い
。

病
院
の
Ｒ
ン
る
ア
ィ
ク
ス
の
内
容
と
対
象
物
品

病
院
の
ロ
ジ
ス
テ
イ
ク
ス
と
は
、
医
療
行
為
に
必

要
な
物
資
と
病
院
の
ス
タ
ッ
フ
や
患
者
の
生
活
に
必

要
な
物
品
の
調
達

・
加
工

・
仕
様

・
廃
棄
な
ど
を
行

う
こ
と
で
あ
る

（図
１
）
。

こ
の
第
１
の
目
的
は
、
安
全
で
信
頼
性
の
高
い
医

療
の
実
現
を
ロ
ジ
ス
テ
イ
ク
ス
に
よ
っ
て
保
証
な
い

し
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
２
の
目
的
は
、

病
院
経
営
の
効
率
化
の
た
め
に
無
駄
な
在
庫
と
移
動

を
減
ら
し
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ

る
。
第
３
の
目
的
は
、
ロ
ジ
ス
テ
イ
ク
ス
を
通
じ
て

患
者
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
に
、
医
療
関
連
サ
ー

ビ
ス
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り

第
４
の
目
的
と
し
て
、
病
院
の
経
営
競
争
力
を
強
化

し
、
病
院
の
価
値
と
信
頼
性
を
高
め
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。

こ
の
と
き
病
院
の
ロ
ジ
ス
テ
イ
ク
ス
の
対
象
と
な

る
物
品
に
は
、
①
医
療
関
連
物
資

（医
薬
品
、
医
療

材
料
、
医
療
機
器

。
医
療
設
備
、
検
体
、
カ
ル
テ

・

検
査
資
料
）
、
②
食
料
品
、
③
生
活
関
連
物
資

（食

料
品
、
リ
ネ
ン
、
日
用
品
、
患
者
手
荷
物
、
事
務
用

品
、
郵
便

・
宅
配
便
）
が
あ
り
、
使
用
後
に
は
④
廃

棄
物
も
あ
る
。

病
院
内
の
物
品
管
理
に
み
る

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
高
度
化

ビ
ジ
ネ
ス
の
世
界
に
お
け
る
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の

目
的
は
、
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
と
高
付
加
価
値
化
に
あ

る
。
つ
ま
り
単
に
輸
配
送
費
や
保
管
費
の
削
減
だ
け

で
は
な
く
、
調
達
か
ら
消
費
に
至
る
過
程
で
付
加
価

値
を
高
め
る
こ
と
で
あ
る
。

物
品
管
理
を
例
に
考
え
て
み
る
と
、
単
な
る
医
薬

品
や
医
材
の
荷
役
管
理

（搬
出
入
）
か
ら
、
病
院
内

で
の
物
品
搬
送
の
機
械
化
な
ど
の
搬
送
管
理
、
適
正

な
在
庫
量
の
算
出
に
よ
る
在
庫
管
理
、
さ
ら
に
は
医

材
そ
の
も
の
の
温
湿
度
管
理
や
使
用
期
限
管
理
な
ど

を
含
め
た
品
質
管
理
、
そ
し
て
卸
売
業
者
と
の
間
の

発
注

・
購
入

。
配
送
な
ど
の
調
達
管
理

へ
と
進
ん
で

い
る
。
さ
ら
に
患
者
ご
と
の
治
療
や
術
式
に
対
応
し

● Summary

Basic Concept for Medical Supplies Management

from the viewpoint Of Loglstics

For realizing the e伍cient logistics of medical sup‐
plies,it is needed the inventory control and deliv‐

ery control This paper clarifles the basic concept

of hospital logistics, supply‐delivery systelnn of
medical supplies,SPD system,and ftlture issues

(87)新  医 療 2009年 6月号
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図 3 ロジスティクスからみた SPDの 役害]と機能

⑭
¨

す
る
す
べ
て
の
物
品

一
式
が
パ
ッ
ケ
ー
ジ
さ
れ
、
前

日
ま
で
に
病
棟
に
運
ば
れ
る
。

処
置
当
日
は
、
医
師
な
い
し
看
護
師
が
そ
の
ト
レ

イ
を
持
ち
、
患
者
の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
に
行
く
。
処
置

終
了
後
は
、
医
師
や
看
護
師
が
端
末
か
ら
処
置
内
容

を
入
力
す
る
こ
と
で
、
物
品
消
費
管
理
お
よ
び
医
事

会
計
請
求
情
報
と
し
て
も
利
用
さ
れ
る
。

Ｓ
Ｐ
Ｄ
を
導
入
す
る
こ
と
で
、
在
庫
管
理
の
適
正

化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
と
同
時
に
、
看
護
師
な
ど

を
物
品
管
理
業
務
か
ら
解
放
で
き
る
。
特
に
東
大
病

院
の
例
で
は
、
物
品
物
流
管
理
シ
ス
テ
ム
も
導
入
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
診
療
報
酬
の
入
力
作
業
の
軽
減

や
在
庫
削
減
の
効
果
が
あ

っ
た
。

ロ
ジ

ス

テ

ィ
ク

ス

か

ら

み

た

医
材

マ
ネ

ジ

メ

ン
ト

の
課

題

１
　
委
託
在
庫
の
課
題

医
材
に
は
、
循
環
器
系
や
脳
外
科
な
ど
で
使
用
さ

れ
る
特
定
保
険
医
療
材
料
と
呼
ば
れ
る
健
康
保
険
で

償
還
さ
れ
る

（払
登
戻
さ
れ
る
）
医
材
が
存
在
し
、

こ
れ
に
は
高
額
な
も
の
が
多
い
。
こ
れ
ら
の
医
材
は

「委
託
在
庫

（納
入
業
者
の
費
用
で
病
院
に
在
庫
す

る
こ
と
と

が
多

い
。
委
託
在
庫
は
、
手
術
な
ど
で

使
用
さ
れ
た
段
階
で
初
め
て
病
院
が
購
入
し
た
こ
と

に
な
る
た
め
、
在
庫
コ
ス
ト
を
負
担
せ
ず
に
す
む
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
。

し
か
し
デ
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
在
庫
管
理
の
不
備

で
滅
菌
有
効
期
限
切
れ
や
紛
失
な
ど
に
よ
る
在
庫
差

異
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、
そ
れ
を
管
理
す
る
中

間
流
通
業
者
、
メ
ー
カ
ー

（場
合
に
よ

っ
て
は
病

院
）
の
損
失
に
な
る
。
当
然
こ
う
し
た
ロ
ス
は
病
院

へ
の
納
入
価
格
に
転
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

２
　
ア
ウ
ト
ツ
ー
シ
ン
グ
の
課
題

物
流
業
務
を
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
す
る
こ
と
は
、

効
率
化
の
１
つ
の
方
法
で
あ
り
、
メ
ー
カ
ー
や
卸
売

業
者
で
は
多
く
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
同
じ
よ
う

に
病
院
で
も
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
業
務
を
外
注
す
る
よ
う
に
、

従
来
病
院
内
で
行

っ
て
い
た
医
材
の
セ
ッ
ト
化
や
滅

菌
処
理
を
、
病
院
外
に
外
部
委
託
し
効
率
化
を
進
め

る
こ
と
も
あ
る
。

こ
の
と
き
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
供

給
元
と
病
院
の
間
で
の
確
実
な
受
発
注
と
配
送
で
あ

る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
情
報
シ
ス
テ
ム
を
ベ
ー

ス
に
し
た
円
滑
な
配
送
シ
ス
テ
ム
が
不
可
欠
で
あ

ＺＯ
。

３
　
セ
ッ
ト
化
の
課
題

東
大
病
院
で
は
医
師
が
術
式
別
に
医
材
の
基
本

セ
ッ
ト
を
発
注
で
き
る
よ
う
に
な

っ
て
お
り
、
韓
国

の
ソ
ウ
ル
大
学
病
院
で
は
、
複
数
の
基
本
セ
ッ
ト
を

ま
と
め
て
ケ
ー
ス
バ
ッ
グ
に
収
め
て
い
る
。
ま
た
手

術
や
処
置
に
必
要
な
物
品
を
セ
ッ
ト
化
し
た
キ
ッ
ト

製
品
を
用
意
し
、
病
院
に
供
給
す
る
会
社
も
あ
る
。

基
本
セ
ッ
ト
と
し
て
標
準
化
さ
れ
る
か
ら
こ
そ
、

実
際
の
病
状
や
処
置
内
容
に
よ
っ
て
は
、
未
使
用
物

品
が
出
る
こ
と
も
あ
れ
ば
、
物
品
を
追
加
す
る
こ
と

も
あ
る
。

医
材
了
不
ジ
メ
ン
ト
改
善
の
余
地
は
大
き
い

病
院
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
は
、
大
き
く
４
段
階
に

分
け
ら
れ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
第
１
段
階
は
、
物
品

搬
送
の
機
械
化
な
ど
の
搬
送
シ
ス
テ
ム
の
自
動
化
で

あ
る
。
第
２
段
階
は
、
物
品
の
供
給
部
門
を
統
合
し

中
央
管
理
部
門
を
設
け
る
こ
と
で
あ
る
。
第
３
段
階

―引レ物品 (I⊃ 企業 □ 部門

―呵卜情報 EI施 設 二 ■ 部署

図 4 物品と情報からみた SPDセ ンターの役害|

出典 :『医療 ・福祉経営管理人間』をもとに作成
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